






１.はじめに 

近年、育児書やマスコミ等の育児に関する情報は多く、母親が育児について学ぶ場や機会

が多くなってきている。先に我々は,大都市近郊の千葉県松戸市において,乳児を持つ母親

に対して住後 4か月、10 か月時点に育児上の心配事とその相談相手についての調査を行っ

た。それによると 4 か月時点で 48%・10 か月時点で 65%の母親が何らかの育児上の心配事

を有していた。その心配事については、夫や(義)父母等の身内に相談すると答えた者が多

く、第 1子、育児書をよく利用している者、夫が育児によく参加している者に心配事が多

かった。地域の交流が薄く、知識が優先し、乳児の生理・発達が理解出来ずに心配してい

る現代の母親の姿が浮きぼりにされたと考えられる。 

今回は、同対象者の児が 1歳半の時点で、心配事とその相談相手について同様の調査を行

い、4 か月、10 か月、1 歳半時点の育児状況の移り変わり、心配事の内容および対応の変

化について検討した。 


